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<研究概要>

A)テナガザルのDNA分類

早野あづさ

動物園に飼育されている形態的に同定が不明確な

個体の種 (あるいは亜種)をDNA診断する目的で,糞

から抽出したミトコンドリアDNAの配列と系統分析を

おこなった.当該個体はスマ トラ由来のアジルテナガザ

ルと判定された.

B)テナガザルの多様性と生物地理学的研究

_ 平井啓A,早野あづさ,HeryWijayanto(ガジ

ヤマグ大学講師),Dyal1Perwitasari･Farajallal1

(ボゴール農科大学講師),YongHo主Sen(マ

ラヤ大学名誉教授)

スマ トラ島とマレー半島間のテナガザルの分子生

物地理学的解析を行う目的で,両地域におけるアジルテ

ナガザル,シロテテナガザル,シャーマンの試料集収を

行い,染色体とDNAの抽出を行った.

C)テナガザルの属間雑種の研究

平井啓久,平井百合子 (技能補佐員),

早野あづさ

動物園で誕生した雑種個体の性状を科学的に明ら

かにするために,汲色体,DNA,毛色パターンの解析を

行った.敗色体と毛色分析から雑種個体の母親はシロテ

テナガザル,父親はホオジロテナガザルと診断した.

D)テナガザル音戸の多様性に関する研究

香田啓氏,親川千紗子,杉浦秀樹,正高信男

野性アジルテナガザルを対象に音声の多様性や変

異性に関する研究を行っている.長期調査としてインド

ネシア,西スマ トラに生息するアジルテナガザル集団の

音声を録音しその個体性を検討したところ,頑健な個体

性が確認された.また,広域調査としてマレーシア,マ

レー半島に生息する複数の野生北田の音声収集を行い,
●

地域間変異性を検討している.
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